
崇善公民館・ひらつか市民活動センター 再編済み 

 

再編手法 施設の複合化（崇善公民館とひらつか市民活動センター） 

再編内容 
崇善公民館機能とひらつか市民活動センター機能を、新たな施設

で複合化した。 

施設概要 

開 設 平成 31年（2019年）4月 1日 

所在地 平塚市見附町 1-8（見附町駐車場敷地） 

規 模 鉄骨造 2階建て 1,400.08平方メートル 

その他 

1 階：崇善公民館（ホール、会議室(3 室）、和室、    

調理室、事務室) 

2階：ひらつか市民活動センター（会議室(3室)、キッ

ズルーム、ミーティングスペース） 

再編に至る 

経緯 

昭和 25 年(1950 年)に建築された木造の崇善公民館は、老朽化が

著しく進んでいるだけではなく耐震性の問題も抱え、地域住民から

早期整備の要望が挙がっていた。一方、ひらつか市民活動センター

は、高額な賃借料（約 4,400 万円／年）の財政的負担が重い状況と

なっていた。 

これらの案件を解消するべく、見附台地区周辺施設の整備の一つ

として、崇善公民館機能とひらつか市民活動センター機能の２つを

保ちながら 1つの施設に複合化させ整備することとした。 

 

再編で得ら

れた効果 

・施設の建替えを行うことで、利用者の安全性が確保できた。 

・ユニバーサルデザイン等を取り入れた時代に即した施設になり、

利用者の利便性が向上した。 

・公民館利用者とひらつか市民活動センター利用者の交流を促すこ

とができ、新たに連携した取り組みに発展していく可能性がある。 

・崇善公民館跡地の利活用を図ることができる。 

 


